
姫
路
城
の
大
天
守
、
２
０
１
４
年
の
完
工
を
目
指

し
て
現
在
「
平
成
の
大
修
理
」
が
行
わ
れ
て
い
る

　
兵
庫
県
南
西
部
の
播
磨
臨
海
地
域
は
姫
路
市
の
新
日
鉄
住
金
広
畑
製
鉄
所
を
中
心

に
発
達
し
て
き
た
。
東
部
は
神
戸
製
鋼
所
、
三
菱
重
工
業
、
西
部
は
Ｉ
Ｈ
Ｉ
ま
で
沿

岸
部
を
重
工
業
が
占
め
、
そ
の
一
角
に
火
災
事
故
を
お
こ
し
た
日
本
触
媒
や
ダ
イ
セ

ル
化
学
工
業
な
ど
の
化
学
会
社
が
展
開
す
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
出
先
工
場
だ
が
、

エ
リ
ア
内
に
は
全
国
で
も
珍
し
い
技
術
を
持
っ
た
企
業
が
散
在
す
る
。
そ
の
中
で
特

徴
あ
る
企
業
を
紹
介
す
る
。

沿
岸
部
に
重
工
業
集
積
内
陸
、
有
力
メ
ー
カ
ー
多
数

兵庫県播磨地区 飛翔する播磨企業
地
域
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
紹
介

ユニークな商品続々 金融機関も存在感

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １０月２９日 月曜日 　　

□
　■
　□

　
地
元
企
業
大
手
で
沿
岸
部

に
あ
る
の
が
特
殊
鋼
の
山
陽

特
殊
製
鋼

０
７
９
・
２
３

５
・
６
０
０
１

。
鋼
中
の

不
純
物
を
制
御
し
て
清
浄
度

を
極
限
に
ま
で
高
め
た

高

清
浄
度
鋼

製
造
技
術
は
世

界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置

し
、
軸
受
鋼
で
は
国
内
の
ト

ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
。

連
続
鋳
造
設
備
の
完
成
で
生

産
効
率
を
高
め
、
競
争
力
の

ア
ッ
プ
を
狙
う
。

　
ま
た
舶
用
機
器
の
西
芝
電

機

０
７
９
・
２
７
１
・
２

４
４
８

も
沿
岸
部
の
一
角

を
占
め
る
。
造
船
業
界
の
受

注
減
少
の
影
響
を
受
け
る

が
、
電
気
推
進
シ
ス
テ
ム
や

船
内
機
器
の
可
変
速
電
動
化

な
ど
に
独
自
色
を
発
揮
す

る
。
船
舶
を
離
れ
た
陸
上
用

で
は
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

を
目
指
し
た
高
効
率
の
発
電

機
や
太
陽
光
発
電
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
内
陸
部
に
目
を
移
す
と
貨

幣
処
理
機
ト
ッ
プ
の
グ
ロ
ー

リ
ー

０
７
９
・
２
９
７
・

３
１
３
１

が
あ
る
。
金
融

機
関
向
け
主
力
の
オ
ー
プ
ン

出
納
シ
ス
テ
ム
や
窓
口
用
入

出
金
機
を
中
心
に
、
レ
ジ
釣

り
銭
機
や
パ
チ
ン
コ
向
け
カ

ー
ド
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
事
業

分
野
を
拡
大
し
て
お
り
、
タ

バ
コ
自
販
機
や
コ
イ
ン
ロ
ッ

カ
ー
も
手
が
け
る
。
創
業
１

０
０
周
年

２
０
１
９
年

を
視
野
に
入
れ

世
界
の
ト

ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

を
目
指

す
。

　
も
う
少
し
内
陸
部
に
目
を

向
け
る
と
、
キ
ャ
ン
ド
モ
ー

タ
ー
ポ
ン
プ
ト
ッ
プ
の
帝
国

電
機
製
作
所

０
７
９
１
・

７
５
・
４
１
６
０

が
あ

る
。
世
界
４
社
の
１
角
で
油

循
環
ポ
ン
プ
が
Ｊ
Ｒ
新
幹
線

に
全
面
採
用
さ
れ
る
な
ど
高

い
信
頼
性
を
得
て
い
る
。
戦

後
、
電
気
自
動
車
を
製
作
す

る
な
ど
そ
の
技
術
力
は
高
く

評
価
さ
れ
る
。
今
、
中
国
市

場
で
独
企
業
が
独
占
し
て
い

る
大
型
キ
ャ
ン
ド
モ
ー
タ
ー

ポ
ン
プ
市
場
に
挑
戦
し
て
い

る
。

　
同
じ
ポ
ン
プ
で
も
小
型
で

汎
用
ポ
ン
プ
を
手
が
け
る
の

が
三
相
電
機

０
７
９
・
２

６
６
・
１
２
０
２

。
独
自

の
流
体
解
析
技
術
を
用
い
て

ポ
ン
プ
内
部
構
造
を
細
か
く

チ
ェ
ッ
ク
、
効
率
を
高
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
小
型
、
軽

量
、
低
騒
音
を
実
現
し
て
新

た
な
分
野
を
切
り
開
い
て
い

る
。

　
一
方
、
自
動
車
関
連
で
は

ブ
レ
ー
キ
や
エ
ア
コ
ン
用
な

ど
ゴ
ム
ホ
ー
ス
ト
ッ
プ
の
ニ

チ
リ
ン

０
７
９
・
２
５
１

・
２
１
０
０

が
海
外
展
開

を
加
速
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ

ム
で
は
海
外
で
初
め
て
原
料

ゴ
ム
か
ら
組
み
立
て
ま
で
の

一
貫
生
産
体
制
を
確
立
し

た
。
洪
水
被
害
に
あ
っ
た
タ

イ
は
４
月
下
旬
に
本
格
復

帰
、
昨
年
設
立
し
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
も
５
月
か
ら
本
格
操

業
に
入
っ
て
い
る
。

　
カ
ー
エ
ア
コ
ン
用
ホ
ー
ス

口
金
具
の
サ
ン
ラ
イ
ズ
工
業

０
９
７
０
・
２
２
・
５
５

０
０

は
５
月
の
タ
イ
に
続

い
て
近
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

新
工
場
を
完
成
す
る
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
の
生
産
開
始

で
、
日
本
を
は
じ
め
ア
ジ
ア

の
主
だ
っ
た
自
動
車
生
産
国

で
の
現
地
生
産
が
実
現
、
世

界
同
一
価
格
、
世
界
同
一
品

質
、
世
界
同
一
納
期
管
理
を

目
指
す
。

　
刃
物
の
街
・
三
木
市
に
は

二
軸
剪
断
式
破
砕
機
ト
ッ
プ

の
近
畿
工
業

０
７
９
４
・

８
２
・
０
１
０
０

が
あ

る
。
二
軸
剪
断
式
破
砕
機
は

産
業
廃
棄
物
な
ど
の
大
型
ゴ

ミ
処
理
用
。
兵
庫
県
の
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
に

協
力
し
て
仙
台
市
に
二
軸
剪

断
式
大
型
破
砕
機
を
無
償
提

供
し
て
い
る
。
１
９
９
５
年

の
阪
神
大
震
災
を
機
に
、
台

風
や
地
震
の
被
害
に
あ
っ
た

三
重
県
、
兵
庫
県
、
佐
賀

県
、
石
川
県
な
ど
に
破
砕
機

を
貸
与
し
て
復
旧
に
協
力
し

て
き
た
。

　
岡
田
金
属
工
業
所

０
７

９
４
・
８
３
・
１
１
１
１

の
の
こ
ぎ
り
に
は
独
自
開
発

し
た
ハ
ー
ド
・
イ
ン
パ
ル
ス

に
よ
る
衝
撃
焼
き
入
れ
を
施

し
て
い
る
。
硬
さ
だ
け
で
な

く
靭
性
や
耐
久
性
に
優
れ
た

刃
先
を
実
現
し
て
お
り
、
切

れ
味
に
評
判
が
高
い
。
１
９

４
３
年
の
創
業
以
来
、
の
こ

ぎ
り
一
筋
に
独
自
ノ
ウ
ハ
ウ

を
積
み
上
げ
て
き
た
。
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
に
発
揮
す

る
た
め
、
生
産
設
備
は
す
べ

て
自
社
で
開
発
、
生
産
す
る

こ
と
を
徹
底
し
て
い
る
。

□
　■
　□

　
西
の
端
の
赤
穂
市
に
は
海

水
関
連
で
ユ
ニ
ー
ク
な
企
業

が
散
在
す
る
。
海
水
中
の
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
を
原
料
に
し
た

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
化
合
物
の
専

門
メ
ー
カ
ー
の
タ
テ
ホ
化
学

工
業

０
７
９
１
・
４
２
・

５
０
４
１

は
、
電
磁
鋼
板

用
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
ヒ

ー
タ
ー
用
電
融
酸
化
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
を
２
本
柱
に
事
業
を

展
開
。
と
も
に
圧
倒
的
な
シ

ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
。

　
飲
料
水
の
赤
穂
化
成

０

７
９
１
・
４
８
・
１
１
１

１

は
海
洋
深
層
水
に
い
ち

は
や
く
着
目
、
１
９
９
９
年

に
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
成
分
豊

か
な
「
天
海
の
水
」
「
天
海

の
塩
」
「
天
海
の
に
が
り
」

を
発
売
し
た
。
海
洋
深
層
水

関
連
商
品
の
生
産
拠
点
と
し

て
高
知
県
室
戸
市
に
深
層
水

事
業
所
を
設
置
、
ユ
ニ
ー
ク

な
商
品
を
相
次
い
で
発
売
し

て
い
る
。

　
姫
路
市
を
本
拠
地
と
す
る

信
用
金
庫
が
三
つ
あ
る
。
姫

路
、
播
州
、
兵
庫
の
３
信
金

で
、
エ
リ
ア
、
業
種
、
企
業

規
模
な
ど
に
明
確
な
区
分
け

は
な
い
が
、
す
み
分
け
は
付

い
て
い
る
。
中
で
も
姫
路
信

用
金
庫

０
７
９
・
２
８
８

・
１
１
２
１

は
研
究
開
発

支
援
助
成
金
制
度
を
創
設
す

る
な
ど
管
内
の
中
小
企
業
の

育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。


